
KARIHŌMEN 日本で《クルド》として生きるということ

IRFAN AKTAN｜イルファン・アクタン

トルコのジャーナリスト。アンカラ大学コミュニケーション学部ジャーナリズム
学科在学中にジャーナリストとして活動を始め、ニューズウィークトルコ版をはじ
めトルコ各誌に執筆。 IMCテレビのアンカラ支局長 (2010年 )、Gazete
Duvar(2016-21年)を経て、現在、Express誌、birartibir.org その他に執筆。
イラク・イラン難民のドキュメンタリー『オメルよ、家に帰れ』『裏庭の人々』を
制作。著書に、現在のイラク出身のユダヤ人でクルド人の祖父と結婚、ムスリムに
改宗しトルコに移住した祖母の一生を記録した『Nazê：ある移住の物語』(2011
年)、クルド問題に関する識者へのインタビュー集『毒と解毒剤：クルド問題』
(2006年)がある。主な関心は、クルド問題、難民、不利な立場にある集団、人種
差別政策、報道の自由と表現の自由。2022年度European Press Prize 報道部門
にノミネート。
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